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一　

は
じ
め
に

誕
生
し
て
か
ら
、
家
族
、
学
校
、
地
域
社
会
、
職
場
な
ど
、
様
々

な
場
面
を
通
し
て
、
多
く
の
人
と
接
触
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
積
み
上
げ
て
い
く
。
そ
こ
に
は
、
自
己
と
他
者
の
人
間
関
係
を
作

り
上
げ
て
い
く
上
で
必
要
な
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重

ね
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
積
み
重
ね
が
人
間
成
長
を
促
し
、
自
己

確
立
へ
と
結
び
つ
け
、
一
人
の
人
間
と
し
て
独
自
性
を
形
成
さ
せ
て

い
く
こ
と
に
な
る
。
生
活
環
境
の
中
で
自
然
に
身
に
付
け
て
い
く
ケ

ー
ス
、
学
校
な
ど
で
学
習
・
訓
練
に
よ
っ
て
習
得
し
て
い
く
ケ
ー
ス
、

さ
ら
に
は
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
何
ら
か
の
媒

体
を
介
し
て
習
得
し
て
い
く
ケ
ー
ス
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

二　

対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
シ
ス
テ
ム

自
己
と
他
者
の
一
対
一
の
人
間
関
係
を
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
形
を
成
す

と
言
え
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
土
台
を
形
成

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
明
確
化
す
る
の
に
役
立
つ
の

が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
究
成
果
で
あ
ろ
う
。
と
く

に
、
一
九
五
〇
・
六
〇
年
代
以
降
に
欧
米
で
盛
ん
に
な
っ
た
哲
学
、

言
語
学
な
ど
の
理
論
的
研
究
、
社
会
学
、
文
化
論
、
そ
の
他
多
数
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
の
環
境
づ
く
り
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領
域
で
の
現
実
的
な
実
態
研
究
、
最
近
で
は
、
人
工
知
能
科
学
、
脳

科
学
な
ど
の
科
学
・
医
学
の
領
域
で
の
研
究
な
ど
。
な
お
、
こ
こ
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
的
研
究
の
成
果
を
利
用
し
な
が

ら
、
シ
ス
テ
ム
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
二
人
の
人
間
の
間
の
言
葉
の
や
り

取
り
で
終
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
発
話
さ
れ
る
言
葉
の
意

味
が
理
解
さ
れ
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
言
語
的
意
味
の
理
解
だ
け
で
は
何
も
始

ま
ら
ず
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
例
え
ば
、
英
語

が
分
か
っ
て
も
外
国
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
わ
け
で

も
な
い
よ
う
に
。
言
い
換
え
れ
ば
、
言
語
的
意
味
に
関
連
し
て
、
そ

れ
以
上
の
も
の
、
そ
れ
以
外
の
も
の
、
そ
れ
と
は
全
く
別
の
も
の
が

最
低
限
必
要
に
な
り
、
そ
れ
ら
の
総
体
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
総
体
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
関
連
す

る
研
究
領
域
の
代
表
例
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
言
語
的
意
味
：
文
法
的
構
造
、
単
語
の
意
味
、
文
の
意
味
、
ス
ト

レ
ス
、イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
関
す
る
研
究
領
域⇒

統
語
論
、

意
味
論
、
音
韻
論
な
ど

②
そ
れ
以
上
の
も
の
：
含
意
、
間
接
的
言
語
行
為
な
ど
に
関
す
る
研

究
領
域⇒

言
語
哲
学
、
語
用
論
な
ど

③
そ
れ
以
外
の
も
の
：
比
喩
な
ど
に
関
す
る
研
究
領
域⇒

レ
ト
リ
ッ

ク
論
な
ど

④
そ
れ
と
は
全
く
別
の
も
の
：
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
研
究
領
域⇒

非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
異
文
化
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
な
ど

簡
単
に
言
え
ば
、
話
し
手
と
聞
き
手
の
会
話
で
、
交
わ
さ
れ
る
発

話
の
言
語
的
意
味
の
理
解
は
勿
論
必
要
で
あ
る
が
、
い
つ
も
日
常
的

に
自
分
の
意
図
し
て
い
る
こ
と
を
全
て
完
全
に
言
語
化
し
て
言
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
言
語
化
さ
れ
な
い
部
分
も
入
り
込
む
場
合
が

多
く
、む
し
ろ
そ
ち
ら
の
方
が
一
般
的
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

そ
の
部
分
は
、例
え
ば
、満
員
電
車
の
中
で
、「
足
を
踏
ん
で
ま
す
よ
。」

と
言
っ
て
、
間
接
的
に
「
足
を
ど
け
て
く
だ
さ
い
。」
と
要
求
す
る

場
合
（
言
語
的
意
味
＋
含
意
・
間
接
的
言
語
行
為
）
も
あ
れ
ば
、
例

え
ば
、「
君
は
バ
ラ
だ
。」
と
言
っ
て
、「
君
は
美
し
い
。」
と
伝
え
る

場
合
（
言
語
的
意
味
（
植
物
の
バ
ラ
）
以
外
の
女
性
の
美
し
さ
）
も

あ
る
わ
け
で
、
言
語
的
意
味
に
関
わ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

発
話
時
の
話
し
手
の
表
情
、
動
作
、
し
ぐ
さ
な
ど
、
ま
た
身
体
的
特

徴
、
身
に
付
け
て
い
る
も
の
、
持
っ
て
い
る
も
の
な
ど
、
そ
の
他
の

数
多
く
の
非
言
語
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
話
し
手
は
意
識
的
に
も
、
無
意

識
的
に
も
送
っ
て
お
り
、
聞
き
手
は
自
分
な
り
に
意
味
を
付
け
て
解

釈
す
る
。
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そ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
層
的
で
、
複
雑
な
シ
ス

テ
ム
を
日
常
的
に
実
践
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
良
好
で
、
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
遂
行
し
て
い
く
に
は
、そ
れ
な
り
の
十
分
で
、

適
切
な
能
力
を
必
要
と
す
る
が
、
そ
の
能
力
は
経
験
に
よ
っ
て
自
然

に
身
に
付
け
て
い
く
こ
と
も
あ
る
が
、
何
ら
か
の
学
習
・
訓
練
に
よ

る
習
得
が
求
め
ら
れ
る
し
、
と
く
に
現
代
の
よ
う
な
数
多
く
の
、
多

種
多
様
で
、
高
度
で
、
細
分
化
し
、
専
門
化
し
、
特
殊
化
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
求
め
ら
れ
る
時
代
で
は
、
学
習
・
訓
練
に

よ
る
習
得
の
側
面
が
よ
り
重
要
に
な
り
、
ま
た
緊
急
性
も
あ
る
と
言

え
る
。

三　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
の
レ
ベ
ル

私
た
ち
人
間
は
、
誕
生
か
ら
死
ま
で
の
期
間
、
大
量
で
、
継
続
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
て
い
く
が
、
誕
生
時
の
家
庭
内
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
・
大
学
な
ど
の
学
校
内
、
就
職

後
の
職
場
内
、
ま
た
結
婚
、
定
年
な
ど
の
各
段
階
（
時
間
的
経
緯
に

よ
る
縦
軸
に
お
け
る
各
段
階
）
で
は
、
各
レ
ベ
ル
特
有
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
行
さ
れ
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
能
力
も
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
、
さ
ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
、
医
療
、
政
治
、
教
育
、
司
法
な
ど

の
各
分
野
（
仕
事
の
種
類
に
よ
る
横
軸
に
お
け
る
各
分
野
）
で
も
、

同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
と
言
っ

て
も
、
均
一
的
で
、
一
様
的
で
は
な
く
、
レ
ベ
ル
分
け
が
必
要
で
、

各
レ
ベ
ル
に
適
合
し
た
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
勿
論
、
学
習
・
訓
練
を
受
け
る
人
の
個
人
的
な
能
力
差
も
あ
り
、

考
慮
す
べ
き
こ
と
が
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
他
方
で
は
、各
段
階
・

各
分
野
と
は
別
に
、
む
し
ろ
そ
の
根
底
に
あ
る
人
間
関
係
の
維
持
・

発
展
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
基
本
的
な
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
が
前

述
し
た
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
そ
の
能
力
育
成
で
あ

る
。各

レ
ベ
ル
（
上
記
二
つ
以
外
に
も
多
く
の
分
類
が
可
能
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
含
め
た
意
味
で
の
各
レ
ベ
ル
）
で
実
際
に
行
な
わ
れ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に
必
要

な
能
力
は
何
か
、
そ
の
能
力
を
育
成
す
る
の
に
適
合
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
何
か
、
そ
の
他
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
研
究
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
頻
繁
に
起
き
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

不
全
に
陥
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
問
題
解

明
の
緊
急
性
が
現
在
の
課
題
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態
解
明
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の
内
容
把
握
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
能
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
に
つ
い
て
は
、
有
機
的
に
関
連
を
持
た
せ
、
総
合
的
な
研
究
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が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
急
が
れ
る
。
そ
の
一

歩
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
持
つ
重
要
性
と
能
力
育
成
の
必
要

性
を
一
般
に
認
知
さ
せ
、
学
校
教
育
の
中
に
組
み
込
ん
で
い
く
こ
と

で
あ
る
。

四　

大
学
生
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成

大
学
レ
ベ
ル
の
事
例
か
ら
少
し
調
べ
る
こ
と
に
す
る
。

現
在
私
が
担
当
し
て
い
る「
プ
ロ
ゼ
ミ
Ⅰ
」（
一
年
生
春
学
期
実
施
）

は
、
大
学
四
年
間
の
研
究
活
動
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
育
成
が
主
目
的
で
、
成
績
不
良
、
単
位
不
足
、
留
年
、
退
学
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
全
の
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
、
必
要

最
低
限
の
能
力
育
成
を
目
指
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
具
体
的
な

手
順
は
、
毎
回
一
二
名
の
学
生
が
五
分
間
の
発
表
を
行
う
が
、
ま
ず

各
自
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
れ
に
関
連
す
る
資
料
を
収
集
し
、
レ
ジ
ュ

メ
に
ま
と
め
、
教
室
内
で
発
表
し
、
残
り
の
学
生
全
員
が
判
定
用
紙

に
記
入
す
る
。
判
定
用
紙
は
、
総
合
評
価
（
五
点
満
点
）、
個
別
評

価
（
構
成
・
展
開
、
証
明
・
根
拠
、
テ
ー
マ
の
理
解
・
把
握
、
正
当
・

妥
当
、
表
現
力
の
五
つ
の
基
準
そ
れ
ぞ
れ
五
点
満
点
）、
自
由
記
述

の
コ
メ
ン
ト
・
評
価
の
三
部
構
成
で
あ
る
。
発
表
者
は
そ
れ
を
受
け

て
、
翌
週
に
レ
ポ
ー
ト
（
レ
ジ
ュ
メ
を
発
展
さ
せ
た
も
の
）
を
提
出

す
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
何
度
も
繰
り
返
し
行
う
。

テ
ー
マ
は
自
由
に
選
択
さ
せ
、
最
終
成
績
評
価
は
教
員
と
学
生
の

評
価
の
合
計
点
に
す
る
こ
と
で
、
学
生
か
ら
の
積
極
的
で
、
主
体
的

な
関
わ
り
を
促
し
、
五
つ
の
基
準
の
評
価
と
全
体
的
な
総
合
評
価
を

区
別
す
る
こ
と
で
、発
表
が
全
体
と
し
て
聴
衆
に
与
え
る
影
響
力（
説

得
力
な
ど
）
を
実
体
験
さ
せ
、
個
別
評
価
を
五
つ
の
基
準
に
す
る
こ

と
で
、
発
表
の
構
成
・
展
開
に
必
要
な
論
理
性
、
証
明
・
根
拠
に
基

づ
く
検
証
性
、
テ
ー
マ
の
理
解
・
把
握
に
不
可
欠
な
事
前
準
備
（
テ

ー
マ
の
決
め
方
、
資
料
収
集
の
仕
方
、
資
料
解
読
の
仕
方
な
ど
）
の

程
度
、
正
当
・
妥
当
に
よ
る
判
定
の
客
観
性
、
表
現
力
の
土
台
に
な

る
言
語
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
非
言
語
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
総
合
的
な
技
術

力
を
判
定
さ
せ
、
コ
メ
ン
ト
・
評
価
を
自
由
記
述
で
書
か
せ
る
こ
と

で
、
自
分
の
言
葉
で
的
確
に
、
効
率
よ
く
表
現
す
る
こ
と
を
実
践
さ

せ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
他
の
学
生
の
発
表
を
判
定
す
る
こ

と
で
、
自
分
が
発
表
す
る
と
き
に
そ
れ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
一
学
期
間
に
何
度
も
繰
り
返
し
実
行
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

話
す
・
聞
く
・
読
む
・
書
く
の
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
の
技
能
の

大
学
レ
ベ
ル
で
の
訓
練
を
意
識
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
も
の
で

あ
る
。
同
時
に
、
あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
認
識
し
、
そ
れ
に
つ
い

て
考
え
、
あ
る
一
定
の
基
準
で
評
価
し
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す
と
い

う
意
識
シ
ス
テ
ム
の
根
本
で
あ
る
認
識
→
思
考
→
評
価
→
行
動
の
プ
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ロ
セ
ス
を
実
体
験
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
単

に
大
学
レ
ベ
ル
の
能
力
育
成
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ま
で
の
基
本
的
能

力
の
底
上
げ
、
さ
ら
に
自
己
の
確
立
・
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

も
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

五　

環
境
づ
く
り
に
向
け
て

多
種
多
様
な
場
面
で
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に

つ
い
て
、
家
庭
、
地
域
社
会
、
職
場
、
テ
レ
ビ
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を

通
し
て
育
成
さ
れ
る
部
分
に
は
限
界
が
あ
り
、
制
約
も
あ
り
、
そ
れ

だ
け
に
学
校
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
ま
た
、
幼
児
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
、
人
間
形
成
の
重
要
な

土
台
づ
く
り
に
も
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
そ
の
間
の
学
校
教
育
の
中

で
、
能
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ
る
か
が
課
題

と
な
り
、
知
識
（
シ
ス
テ
ム
全
体
の
理
論
的
把
握
）、
訓
練
（
教
室

内
の
疑
似
体
験
と
し
て
の
訓
練
）、
実
行
（
教
室
外
で
の
実
体
験
）

の
総
合
的
な
関
係
と
し
て
実
施
さ
せ
る
必
要
性
が
出
て
く
る
。
従
っ

て
、
個
別
の
授
業
な
ど
の
単
独
的
な
も
の
で
は
効
果
は
余
り
大
き
く

出
ず
、
全
体
的
な
視
野
か
ら
見
通
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

鍵
と
な
る
。
例
え
ば
、
私
自
身
の
こ
と
で
言
え
ば
、
言
語
哲
学
、
語

用
論
、
レ
ト
リ
ッ
ク
論
、
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
な
ど
の

理
論
を
講
義
し
、
一
年
生
の
プ
ロ
ゼ
ミ
Ⅰ
と
二
年
生
の
日
本
語
デ
ィ

ベ
ー
ト
演
習
で
訓
練
し
、
三
・
四
年
生
の
専
門
ゼ
ミ
で
実
践
す
る
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
と
自

己
の
確
立
・
発
展
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
最
近
の
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
大
変
革
に
対
し
て
、
少
年
層
・
青
年
層
だ
け
で
な

く
、
全
て
の
層
の
生
活
の
一
部
と
し
て
根
付
い
て
い
る
だ
け
に
、
新

し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
、
新
し
い
環
境
づ
く
り
が
緊
急
を
要
す
る
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
の
更
な
る
重

要
性
を
認
識
さ
せ
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
活
そ
の
も
の
、
人
間
そ
の
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
の
現
れ
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

※�

四
の
大
学
レ
ベ
ル
の
事
例
に
関
す
る
詳
細
な
実
態
分
析
に
つ
い
て

は
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学

科
紀
要
『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
文
化
』
第
三
号
の
「
大
学
生
の

日
本
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
能
力
の
開
発
」
と
第
四
号
の
「
大
学
レ
ベ
ル

に
お
け
る
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。


